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編
さ
ん
室
に
は
溢
れ
る
ほ
ど
の
資

料
が
集
ま
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
れ
ば
新
し
い
事
実
が
解
き
明

か
さ
れ
ま
す
。

札
幌
市
に
あ
る
現
在
の
パ
ル
コ
に

は
以
前
、
富ふう
き
ど
う
貴
堂
と
い
う
書
店
が
あ

り
、
全
道
に
教
科
書
を
配
布
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地

方
の
研
究
者
の
論
文
を
「
教
育
評
論

社
」
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
し
、
全
国

に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

終
戦
直
後
に
富
貴
堂
内
に
あ
っ
た

講
談
社
の
責
任
者
、
村
上
政ま

さ
き
ち吉
は
栗

山
町
出
身
者
ら
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
は
10
年
間
「
村
上
政
吉

を
知
り
ま
せ
ん
か
」
と
尋
ね
回
り
、

栗
山
小
学
校
の
大
正
四
年
の
卒
業
台

帳
に
そ
の
名
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
全
国
を
旅
し
て
童
話
を
読
み

聞
か
せ
る
巌い
わ
や
さ
ざ
な
み

谷
小
波
さ
ん
が
栗
山
小

学
校
に
来
校
し
ま
し
た
。
そ
の
前
座

と
し
て
童
話
を
読
み
聞
か
せ
た
村

上
を
巌
谷
さ
ん
は
絶
賛
し
た
そ
う

で
す
。

村
上
は
苦
学
し
て
早
稲
田
大
学
文

学
部
を
卒
業
後
、
講
談
社
に
入
社
。

昭
和
22
年
に「
北
海
道
出
版
文
化
祭
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
戦
時

中
は
軍
国
主
義
一
色
だ
っ
た
印
刷
業
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歴
史
を
伝
え
る
原
石
た
ち

が
、
子
ど
も
向
け
の
本
や
生
活
の
実

用
書
な
ど
を
発
刊
す
る
本
来
の
姿
に

立
ち
返
る
」
と
い
う
宣
言
と
し
て
、

自
分
た
ち
の
出
版
し
た
い
本
を
出
展

す
る
、
画
期
的
な
展
示
会
で
し
た
。

栗
山
に
は
歴
史
を
記
し
た
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
れ
ら
は
地
下
に

眠
る
原
石
で
す
。
今
回
は
原
石
を
調

べ
る
こ
と
で
、
村
上
政
吉
に
つ
い
て

よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

原
石
を
宝
石
に
変
え
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
語
り
合

う
機
会
を
広
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
部
）
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【
問
い
合
わ
せ
】

町
史
編
さ
ん
室
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
私
た
ち
の
運

動
・
事
業
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会

議
所
令
和
２
年
度
理
事
長
の
職
を
あ

ず
か
る
、
山
本
克
幸
と
申
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
「
柔
能
制
剛
～
四

町
の
未
来
を
創
造
し
見
つ
け
よ
う
幸

せ
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
こ
の
地
域
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
組
織
と
な
る
た
め
に
、

メ
ン
バ
ー
の
資
質
向
上
と
国
籍
や
性

別
を
超
え
た
会
員
拡
大
を
実
行
し

ま
す
。
栗
山
町
・
長
沼
町
・
由
仁

町
・
南
幌
町
の
四
町
で
広
域
連
携
を

さ
ら
に
加
速
し
、
地
域
全
体
の
力
の

底
上
げ
に
よ
る
「
明
る
い
豊
か
な
社

会
の
実
現
」
に
向
け
、
メ
ン
バ
ー
全

員
の
力
を
合
わ
せ
活
動
す
る
こ
と

で
、
幸
せ
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
見
つ
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
夕

張
川
関
連
事
業
・
ふ
る
さ
と
田
舎
ま

つ
り
・
青
少
年
育
成
事
業
・
ス
ポ
ー

ツ
関
連
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
事
業

内
容
や
実
施
時
期
な
ど
は
、
栗
山
青

年
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
や
フ
ェ

柔
能
制
剛
～
50
周
年
の
先
へ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
随
時
掲
載
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る
時
に

ご
一
読
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆

様
の
ご
協
力
の
も
と
、
昨
年
創
立
50

周
年
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
10
年
、
20

年
と
地
域
の
未
来
を
よ
り
輝
け
る
も

の
と
す
る
た
め
に
、
栗
山
青
年
会
議

所
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
り
行
動
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
・
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町民の皆さん、あけましておめでとう
ございます。
　寒に入り、寒さも一段と厳しくなっ
てきましたが、ご家族そろって穏やか
な新春をお過ごしのことと思います。

　私が町長に就任し、早や１年９カ月
が経過し、本年は、任期４年の折り返
しの年となります。
　この間、一昨年には、大規模な自然
災害に見舞われ、また基幹産業の農業
において不作の年となるなど、試練の
時もありましたが、多くの町民皆さん
とのふれあいの中で、何物にも代えが
たい元気と勇気をいただきました。
　これからも、初心を忘れることなく、
さらに元気を出して、まちの発展のた
めに頑張ってまいります。
　そして、少しでも、町民の皆さんに、
将来への夢や希望を持っていただける
ような、元気なまちづくりを進めてま
いりますので、今後ともよろしくお願
いいたします。

　さて、今年の干支は「庚子（かのえ・
ね）」です。
　庚子は、「新たな芽吹きと繁栄の始
まり」という意味があり、新しいこと
を始めると上手くいく年と言われてい
ます。
　また、「庚」と「子」の語源の組み
合わせによる干支の相性が非常に良い
年にあたるそうです。

　今、本町では、農業や商工の若い方
による、新たな産業や地域おこしの挑
戦が始まり、さらに小林酒造酒蔵群の
日本遺産認定、北広島ボールパーク構
想の始動など、栗山新時代に向けた可
能性が広がりつつあります。

　また、次代を担う子どもたちの頑張
りも、目を見張るものがあります。
　芸術文化・スポーツの各分野におい
て、全道・全国の舞台で活躍するとと
もに、栗山小学校の児童が企画した地
産地消のコロッケ販売など、「ふるさ
と栗山」を自ら盛り上げる活動によっ
て、私たちに元気と勇気を届けてくれ
ています。

　このような、新たなまちづくりの息
吹を礎として、また今年の干支「庚子」
にちなんで、町の振興発展につながる、
新しいことにも果敢にチャレンジして
まいりたいと思います。

　一方、本町には、日赤病院の改築問
題や介護福祉学校の存続問題など、今
後乗り越えていかなければならない大
きな町政課題が山積していますが、こ
の難題から目をそらすことなく、課題
解決に向けた取組みを着実に進めてま
いりますので、一層のご支援を、よろ
しくお願いいたします。

　町民の皆さん、栗山町産いちごを使
用したアイスが、セイコーマートで販
売されているのをご存知ですか。
　昨年１２月１４日から販売されてい
て、いちごの酸味とまろやかさが融合
した、本当においしいアイスですので、
是非一度、ご賞味ください。

　これからも、この町長コラムを通し
て、私の町長としての活動や考え方、
旬な話題などについてお伝えしてまい
ります。
　本年も、どうぞよろしくお願いいた
します。

新しいことにも果敢にチャレンジ！こちら
町長室

栗山町長　佐々木　学

日　程 内　容

1 月 6 日㈪
百歳祝記念品贈呈
令和 2 年栗山消防団出初式

1 月 7 日㈫ 令和２年栗山地区新年交礼会

1 月 7 日㈫
　～ 8 日㈬ 官公庁新年挨拶回り

1 月 8 日㈬ 栗山青年会議所新年交礼会

1 月 10 日㈮

交通安全祈願式
栗山消費者協会新年親睦会
栗山町交通安全指導員部新年交礼会

【今月の主な動向】
日　程 内　容

1 月 12 日㈰ 令和 2 年成人式

1 月 13 日㈷ 衆議院議員 2020 新春のつどい

1 月 14 日㈫ 農業基盤整備要望（北海道）

1 月 16 日㈭
第 11 回 JA そらち南女性部通
常総会・新年交礼会
空知町村会令和元年度第 3 回臨時総会

1 月 17 日㈮ 第 5 世代移動通信システム利
活用トップセミナー

1 月 21 日㈫ JA そらち南学校給食米寄贈

※予定ですので変更となる場合があります。
日　程 内　容

1 月 23 日㈭ 栗山町遺族会新年懇談会

1 月 24 日㈮ 道議会議員新年交礼会

1 月 25 日㈯ 町長後援会新年交礼会

1 月 27 日㈪
　～ 29 日㈬ 令和２年度予算町長査定

1 月 28 日㈫ 栗山ロータリークラブ例会町長卓話

1 月 29 日㈬ 北海道新聞社新年交礼会

1 月 30 日㈭ 北海道移住・交流促進協議会設立総会

1 月 31 日㈮ 栗山町社会福祉協議会新春懇談会

栗山小 3 年生が役場見学で町長室を訪問

栗山産いちごを使ったアイ
スがセイコーマートで発売

栗 山 小 6 年 生 が 発 案 し た
「栗っ子ロッケ」販売を激励

歳末特別警戒で防犯を呼び
掛ける

飲酒運転追放パトロールで
飲酒運転撲滅を呼び掛ける


